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４ 現状の課題について
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１．小児医療協議会について

〇 事業概要
千葉県では、小児科医の不足や地域偏在等により、一部地域では小児救急医療体制の確保が困難な状態である。
医師の働き方改革を進めていく上で、限られた医療資源を有効活用し、小児医療体制を整備する。（令和５年４月１日設置）

〇 協議内容
１ 小児救急医療体制に係る調査分析に関する事項
２ 医療計画（小児医療）の策定に関する事項
３ 小児患者の搬送及び受入れ、小児死亡や重篤な症例に関する事項
４ その他、特に検討を要する事例や小児医療体制の整備に関し必要な事項

〇 令和６年度実施状況 １回（ZOOM開催）
【議題】

（１）小児初期救急医療体制について
ア 小児初期救急医療体制について
イ 東葛北部地域医療保健医療連携・地域医療構想調整会議小委員会の開催結果について

（２）小児科医の確保に向けた県の取組について
（３）質疑応答及び意見交換
（４）その他

〇 主な意見
・内科医が小児科領域を診れるように、内科医に対する教育や研修を実施していく必要がある。
・入口を絞るための保護者への教育は必要である。教育により、夜間受診の抑制に効果があった。また、休日夜間の受診

抑制については、＃８０００が効果的である。
・小児科医のリクルートについては、研修医だけでなく、中学・高校生等を対象に実施し、将来の目標とすることも良いの

ではないか。
・千葉医師研修支援ネットワークへの委託事業（小児科の合同セミナー）については効果が出ており良い取り組みである。
（令和６年度に小児科専攻医となった医師は１９名だったが、令和７年度はが２４名であり、増加がみられる。）



（１）小児救急電話相談（＃８０００）

（２）小児救急ガイドブック及びシールの作成

（３）小児救急医療啓発業務（乳幼児の保護者等に対する講習会）

（４）小児救急地域研修事業（小児科、内科医に対する研修会）

（５）千葉県医師修学資金貸付事業

（６）医師キャリアアップ・就職支援センター事業
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２．県支援事業について
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小児救急電話相談事業相談件数

〇 夜間の小児の急病時に保護者等の不安を解消するとともに、不要・不急の受診を減らし、小児 救急医療体制の
負担を軽減するため、看護師や小児科医師による夜間電話相談を実施。

２(１)．県支援事業について（小児救急電話相談 #8000）



〇 令和６年度小児救急電話相談事業実績

割合相談件数医療圏

18.79,619千葉

29.415,100東葛南部

24.212,437東葛北部

10.65,451印旛

2.01,029香取海匝

4.82,488山武長生夷隅

1.5782安房

4.72,422君津

2.61,359市原

1.5752その他・不明

10051,439合計
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相談件数市町村

5,527船橋市

1,928習志野市

3,565市川市

2,103八千代市

850鎌ケ谷市

1,127浦安市

15,100合計

【相談に対する助言内容（全県） 】
・助言のみ 11.4％
・翌日かかりつけ医等の受診を勧める 18.5％
・何かあれば受診を勧める 41.6％
・医療機関を紹介 27.8％
・119を勧める 1.9％
・その他 0.1％
・重複 1.3％

２(１)．県支援事業について（小児救急電話相談 #8000）



〇千葉県
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6～15歳
割合（％）

6～15歳
件数(件)

0～5歳
割合（％）

0～5歳
件数(件)

割合(%)総件数
(件)

傷病程度

0.120.120.084死亡

1.9381.6461.784重症

23.447225.671724.71,189中等症

74.61,50472.62,03773.53,541軽症

0.000.120.042その他

100.02,016100.02,804100.04,820合計

6～15歳
割合（％）

6～15歳
件数(件)

0～5歳
割合（％）

0～5歳
件数(件)

割合(%)総件数
(件)

傷病程度

2.1122.2212.233重症

25.914626.025226.0398中等症

71.940571.869571.81,100軽症

100.0563100.0968100.01,531合計

割合(%)件数傷病程度

0.9470死亡

6.43,531重症

42.623,472中等症

50.127,550軽症

0.010その他

0.011無回答

100.055,044合計 〇東葛南部 小児（15歳以下）

（参考）救急搬送実態調査（令和５年度９月～１０月 消防機関が把握した救急患者の傷病程度別の件数）

〇千葉県小児（15歳以下）

〇 事業目的
平成21年5月の消防法一部改正に伴い、各都道府県に策定が義務付けられた「傷病者の搬送及び受入れに関する実施基準」に
ついては、基準作成後も、消防機関が有する搬送情報と医療機関が有する搬送後の傷病者の転帰情報等をあわせた総合的な調査・
分析を継続的に行い、状況に応じて必要な見直しを行うことが求められている。

東葛南部地域における消防機関が把握した救急患者の傷病程度の件数（右下表）



（参考）救急搬送実態調査（令和５年度９月～１０月 消防機関が把握した救急患者の傷病程度別の件数）

東葛南部小児患者（１５歳以下）に係る主な収容先医療機関 上位５医療機関（傷病別）

〇重症
割合(%)件数医療機関

27.39東京女子医科
大学附属
八千代医療
センター

21.27順天堂大学
医学部附属
浦安病院

9.13日本医科大学
千葉北総病院

9.13松戸市立総合
医療センター

9.13千葉県こども
病院

〇中等症 〇軽症
割合(%)件数医療機関

19.377東京ベイ・
浦安市川医療

センター

18.373船橋二和病院

14.859東京女子医科
大学附属

八千代医療
センター

12.650船橋市立医療
センター

9.337順天堂大学
医学部附属
浦安病院

割合(%)件数医療機関

17.5193東京ベイ・
浦安市川医療
センター

16.3179船橋二和病院

14.8163船橋市立医療
センター

11.8130順天堂大学
医学部附属
浦安病院

9.4103東京女子医科
大学附属

八千代医療
センター

〇 東葛南部における小児の重症患者については、５割が東葛南部圏域内に搬送されている。
〇 また、中等症については７割、軽症患者については７割が東葛南部圏域内に搬送され、東葛南部圏域の中で完結できている。
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〇各市町村を通じて配布
✓ 母子手帳交付時
✓ ３歳児健康診査時 等

9

〇 小児救急において、即座に医師の診療が必要ない病気でも受診する保護者の増加などにより、特に夜間の
病院勤務医への負担が増大しているため、状況を緩和するため、保護者に対し小児の急病時の対応などの
啓発を積極的に実施する。

２(２)．県支援事業について（小児救急ガイドブック及びシールの作成）
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〇 小児救急において、即座に医師の診療が必要ない病気でも受診する保護者の増加などにより、特に夜間の
病院勤務医への負担が増大しているため、状況を緩和するために、保護者に対し小児の急病時の対応などの
講習会を実施。

２(３)．県支援事業について（小児救急医療啓発業務）
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２(４)．県支援事業について（小児救急地域研修事業）

〇 小児科医師、内科医師等を対象として、小児救急医療に関する研修を実施し、地域の小児救急医療体制の
補強及び質の向上を図る。

【過去３年実績】
令和６年度：９５名（医師７３名、看護師１９名、助産師２名、養護教諭１名）
令和５年度：６７名（医師４５名、看護師２１名、助産師１名）
令和４年度：１０１名（医師９１名、看護師１０名）
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２(５)．県支援事業について（医師修学資金貸付事業）

〇 医師確保を図るため、大学在学中の医学部生に対して修学資金を貸し付ける。また、県内における深刻な
小児科医不足の現状を踏まえ、貸付者のうち小児科医を目指す医学生に対し、新たに貸付額を加算する。

千葉県医師修学資金貸付事業

地域における医師不足や地域偏在の改善を図るため、医学部生を対象に修学資金を貸し付ける事業（毎月15万円～20万円）。
大学を卒業した日の属する月の翌月の初日から起算して、１年３月以内に医師の免許を取得し、貸付期間の１．５倍の期間、
知事が定める医療機関に勤務したとき、その全額が返還免除になる。

［貸付状況（令和７年６月時点）］

合計制度離脱返還免除義務履行中（医師）貸付中※（医学部生）

730名40名32名323名335名利用者数
※留年による貸付終了者を含む

小児科医志望加算枠の創設（令和７年度新規）

医師修学資金の貸付者のうち、小児科医を目指す大学在学中の医学生に対し、新たに貸付額の加算を行う。
［貸付対象］
小児科医を希望する４年次以上の学生（令和７年度は、４名を募集する予定）

［加算月額］
５万円

［返還免除の要件］
通常の返還免除要件のほか、臨床研修修了後、小児科専門医の取得を目的とした勤務を行い、資格取得後も小児科医として

勤務することなどが加わる。

└うち、小児科として勤務：12名（県内勤務は10名）
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２(６)．県支援事業について（医師キャリアアップ・就職支援センター事業）

〇 若手医師の県内定着を図るため、医師キャリアアップ・就職支援センターを設置し、医師のキャリア形成
や就業支援に向けた事業を実施するとともに、小児科を希望する医学部生に向けた支援の拡充を図る。

医師キャリアアップ・就職支援センター

県内医療機関における研修情報などを発信するほか、医療従事者を対象とした医療技術研修などのセミナーや医学部生等を
対象とした地域医療に関するイベントを開催。

［イベントの一例］
■病院見学バスツアー
地域医療に対する見識を広げるため、千葉県医師修学資金貸付制度利用者等を対象に、県内に

おける地域の病院を見聞するとともに、先輩医師との意見交換を行うバスツアーを実施。

【令和６年度実績】
①８月：君津地域 ②１１月：香取海匝地域 ③１月：長生地域

小児科を希望する医学部生向けの支援（令和７年度新規）

小児科を選択する医師の増加を図るため、医師キャリアアップ・就職支援センターの業務
内容を拡充し、小児科を希望する医学部生向けの支援を行う。
［事業内容］
小児科病院見学バスツアー
小児科に興味を持つ医師修学資金貸付度利用者に対して、小児医療の現場をアピールするため、小児科専門研修基幹

プログラムを持つ病院等を対象とした病院見学を実施。
医学生向け小児科セミナー
県内での就業を考える医学部生を対象に、人材サービス会社等と連携し、医学部生向けの小児科セミナーを開催。



令和６年度決算額内容対象補助金名

55,812,000円
（うち東葛南部 55,812,000円）

小児救命救急センターに対する運営費補助
地方公共団体（広域連合を含む）、地方
独立行政法人、公的団体及び厚生労働大臣
が適当と認める者

小児救命救急
センター運営事業

10,200,000円
（うち東葛南部 5,100,000円）

小児初期救急センターを運営する市町村への
補助

地方公共団体（広域連合を含む）、地方
独立行政法人、公的団体及び厚生労働大臣
が適当と認める者

小児初期救急
センター事業

90,107,000円
（東葛南部に補助なし）

小児救急医療体制の確保が困難な地域（山武・
長生・夷隅）において、複数の二次医療圏から
なる広域を対象として、小児救急患者を毎夜
間・休日に受け入れる小児救急医療拠点病院の
運営費に対して助成を行う

入院を要する（第二次）救急医療機関
として診療機能を有する病院

小児救急医療拠点
病院運営事業

30,514,000円
（うち東葛南部 8,456,000円）

市町村等が病院群輪番制方式又は共同型病院
方式により休日夜間の救急医療体制を確保する

市町村又は市町村の一部事務組合
小児救急医療支援
事業

1,167,000円
（うち東葛南部 1,167,000円）

小児集中治療室（PICU）を整備し、小児重症
患者の適切な医療を確保するため、小児集中
治療室に必要な適当と認められる医療施設に
対し、設備整備費の助成を行う

地方公共団体、地方独立行政法人、公的
団体及び厚生労働大臣が適当と認める者

小児集中治療室設
備整備事業

－
（令和７年度新規事業）

相対的に小児科医が少ない区域内の中核的な
医療機関における、県外からの小児科医確保を
支援

相対的に小児科医が少ない区域における
以下のいずれかの医療機関
①小児の２次又は３次救急を担う医療機関
②周産期母子医療センター（新生児科）

相対的医師少数区
域における小児科
医確保緊急支援事
業

－
（令和７年度新規事業）

新たに小児の外来診療を行う医療機関の医師等
が、小児診療に必要な知見や技術を習得する
ために要する経費を助成

新たに小児の外来診療を始める医療機関
小児診療に新たに
取り組む医師等へ
の支援 14

３．補助金について①



３．補助金について②

【令和７年度医療施設等経営強化緊急支援事業】産科・小児医療確保事業 R7予算(R6補正繰越) 240,000千円
〇 地域でこどもを安心して生み育てることができるよう、分娩施設が少ない地域等における分娩機能維持の
取組や、小児医療の拠点となる施設について急激な患者数の減少等に対する支援を行う。

[補正内容]
①分娩数が急激に減少している分娩取扱施設への支援
・主に離島等に所在する医療機関を対象として施設・設備整備、
運営費の補助を行う国の既存事業（産科医療機関確保事業）が拡充
され、一定期間における分娩数の減少に対し給付金を支給するもの。

②分娩施設が少ない地域における分娩取扱維持への支援
・分娩施設が限られた地域において、分娩施設に対し施設・設備整備
の補助を行う国の既存事業（分娩取扱施設施設設備事業）が拡充され、
運営費も補助対象とするもの。
・現在は保健医療計画等との整合が求められているが、要件緩和も
合わせて検討されている。

③妊婦健診や産後健診を実施に対する支援
・近隣の分娩施設の負担軽減を図るため、妊婦健診を含む外来診療や
産後ケアの提供に必要となる施設・設備整備に対し補助を行う。

④急激に患者数が減少している小児医療の拠点施設への支援
・地域における不可欠な小児医療の拠点施設に対し、一定期間におけ
る患者数の減少に対し給付金を支給するもの。

[積算] 国補正額55億 × 4.4％ ≒ 240,000千円

15
分娩施設数割合（R5医療施設調査）:82施設（千葉）÷1,858施設（全国）≒ 4.4％

└国10/10

└現行補助率：国1/2、県1/2

└想定補助率：国1/2、県1/2

└国10/10



（１）小児科医の不足と偏在

（２）小児救急医療について

（３）医療機関との上手な付き合い方
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４．現状の課題について
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出典：千葉県年齢別・町丁字別人口(医療圏別に集計したもの）

４(１)．現状の課題について（小児科医の不足と偏在について）

〇 千葉県全域における小児人口は大きく減少している。
〇 東葛南部、東葛北部、千葉医療圏における小児人口については、緩やかに減少しており、2050年までの
推移を見ても減少傾向である。

千葉：108,330 

東葛南部：210,726 

東葛北部：172,956 

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

220,000

240,000

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

小
児
人
口

小児人口の推移

千葉, 84,260 

東葛南部, 182,098 

東葛北部, 151,547 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

小児人口の推移
（2025年まで実績、以降は推計）



18

出典 医師・歯科医師・薬剤師統計
千葉県保健医療計画 掲載

４(１)．現状の課題について（小児科医の不足と偏在について）

〇 県内における小児科の医療施設従事医師数は増加傾向であり、令和２年末時点で全国で８番目に多く、
７０３人となっている。
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資料：
［医療施設従事医師数］令和2年医師・歯科医師・薬剤師調査（厚生労働省）
［医師偏在指標」厚生労働省提供資料
千葉県保健医療計画 掲載

資料：千葉県保健医療計画 掲載

４(１)．現状の課題について（小児科医の不足と偏在について）

〇 一方で、令和２年末の医師数などを基に算出された小児科の医師偏在指標は全国で最も低くなっており、本県は相対的
に小児科医が少ない「相対的医師少数県」である。

〇 二次医療圏別で見ると東葛南部は県内で２番目に医師偏在指標が低く、相対的医師少数区域として位置付けられている。

[小児科医師偏在指標］
全国ベースで三次医療圏ごと及び小児医療圏ごとの小児科医の多寡を、統一的・客観的に比較・評価した指標。１５歳未満の人口を「年少人口」と定義し、年少人口における
医療需要や患者の流出入のほか、小児科医の性別・年齢分布などを考慮して算出。

［相対的医師少数都道府県］
小児科医師偏在指標が下位３分の１に該当する都道府県を、相対的医師少数都道府県と設定。小児科医師が 少ないことを踏まえ、小児医療提供体制の整備について特に配慮が
必要な医療圏として考える。
なお、小児科医の追加的な確保ができないと誤解を招く恐れがあるため、多数都道府県は設けない。



三次救急病院小児救急輪番制度等
在宅当番医制
（実施市町村）

小児初期急病診療所
二次医療圏

・東京女子医科大学附属八千代医療
センター

・船橋市立医療センター

・東京ベイ・浦安市川医療センター

・順天堂大学医学部附属浦安病院

船橋市：船橋市立医療センター
船橋二和病院

市川市：東京歯科大学市川総合病院、
行徳総合病院

浦安市：東京ベイ・浦安市川医療
センター、順天堂大学医学
部附属浦安病院

・習志野市

・八千代市

・習志野市急病診療所
(毎日20:00～23:00)

・やちよ夜間小児急病センター
(月～土：19:00～23:00)
( 日：18:00～21:00)

・船橋市夜間休日急病診療所
(毎日21:00～翌日6:00)
※午後9時～午前0時の診療は、
内科または外科の医師に
よる診療

※以下は小児科の担当医に
よる診療(15歳未満内科)

(月～金：20:00～23:00)
(土：18:00～21:00)
(日・祝：9:00～17:00)
(       18:00～21:00)

・市川市急病診療所
(毎日20:00～23:00)
※休日は10～17時も診療

・浦安市急病診療所
(毎日20:00～23:00)
※休日は10～17時も診療

東葛南部
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４(２)．現状の課題について（小児救急医療について）



21

４(３)．現状の課題について（医療機関との上手な付き合い方）

〇 千葉県では、限られた資源を有効活用するため医療機関との上手な付き合い方を普及する必要がある。
＃８０００における時間延長の検討、保護者に対する講習会の動画配信等について検討している。


